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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年11月11日(2021.11.11)

【公開番号】特開2021-102633(P2021-102633A)
【公開日】令和3年7月15日(2021.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2021-031
【出願番号】特願2021-47470(P2021-47470)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/28     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     １０１　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/06     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月21日(2021.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＰＤ－Ｌ１に結合できる結合性タンパク質またはその抗原結合フラグメントであって、前
記結合性タンパク質またはフラグメントが、配列番号５、配列番号６および配列番号７の
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アミノ酸配列にそれぞれ示すＣＤＲ１ドメイン、ＣＤＲ２ドメインおよびＣＤＲ３ドメイ
ンを含む重鎖可変ドメインと、配列番号２の軽鎖可変ドメインアミノ酸配列に示すＣＤＲ
を含む軽鎖可変ドメインとを含む、結合性タンパク質またはフラグメント。
【請求項２】
前記重鎖可変ドメインが、配列番号１と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含み
、前記軽鎖可変ドメインが、配列番号２と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含
む、請求項１に記載の結合性タンパク質またはフラグメント。
【請求項３】
ＰＤ－Ｌ１に結合できる結合性タンパク質またはその抗原結合フラグメントであって、配
列番号１の重鎖可変ドメイン配列と配列番号２の軽鎖可変ドメイン配列とを有する、結合
性タンパク質またはフラグメント。
【請求項４】
前記結合性タンパク質が抗ＰＤ－Ｌ１完全ヒト抗体Ｆａｂフラグメントである、請求項１
に記載の結合性タンパク質またはフラグメント。
【請求項５】
前記結合性タンパク質が抗ＰＤ－Ｌ１一本鎖ヒト抗体であり、前記抗ＰＤ－Ｌ１一本鎖ヒ
ト抗体の前記重鎖可変ドメインと前記軽鎖可変ドメインが、ペプチドリンカーによって連
結される、請求項１に記載の結合性タンパク質またはフラグメント。
【請求項６】
少なくとも１×１０－６Ｍの結合親和性を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載の
結合性タンパク質またはフラグメント。
【請求項７】
癌を有する対象の処置のための医薬組成物であって、請求項１～６のいずれか一項に記載
の結合性タンパク質またはフラグメントの有効量を含む、医薬組成物。
【請求項８】
前記癌が、卵巣癌、結腸癌、乳癌、肺癌、骨髄腫、神経芽細胞由来ＣＮＳ腫瘍、単球性白
血病、Ｂ細胞由来白血病、Ｔ細胞由来白血病、Ｂ細胞由来リンパ腫、Ｔ細胞由来リンパ腫
、および肥満細胞由来腫瘍からなる群より選択される、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
自己免疫疾患または炎症性疾患の処置のための医薬組成物であって、請求項１～６のいず
れか一項に記載の結合性タンパク質またはフラグメントの有効量を含む、医薬組成物。
【請求項１０】
前記疾患が、腸粘膜炎症、大腸炎と関連する消耗性疾患、多発性硬化症、全身性エリテマ
トーデス、ウイルス感染症、リウマチ性関節炎、骨関節症、乾癬、クローン病および炎症
性腸疾患からなる群より選択される、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
請求項１～６のいずれか一項に記載の結合性タンパク質またはフラグメントと、薬学的に
許容される担体とを含む、医薬組成物。
【請求項１２】
請求項１～６のいずれか一項に記載の結合性タンパク質またはフラグメントをコードする
１以上の核酸。
【請求項１３】
ＰＤ－Ｌ１に結合できるＩｇＧクラスの完全ヒト抗体をコードする１以上の核酸であって
、前記抗体が、配列番号５、配列番号６および配列番号７のアミノ酸配列にそれぞれ示す
ＣＤＲ１ドメイン、ＣＤＲ２ドメインおよびＣＤＲ３ドメインを含む重鎖可変ドメインを
含み、かつ、配列番号２に示すアミノ酸配列を含む軽鎖可変ドメインを含む、核酸。
【請求項１４】
請求項１２または１３に記載の１以上の核酸を含む、１以上の発現ベクター。
【請求項１５】
請求項１２または１３に記載の１以上の核酸、または、請求項１４に記載の１以上の発現
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ベクターを含む、宿主細胞。
【請求項１６】
請求項１～６のいずれか一項に記載の結合性タンパク質またはフラグメント、または、請
求項１３に記載の１以上の核酸によってコードされるＩｇＧクラスの完全ヒト抗体を製造
する方法であって、前記結合性タンパク質またはフラグメントまたは完全ヒト抗体が発現
される条件下で、請求項１５に記載の宿主細胞を培養することを含む、方法。
【請求項１７】
前記結合性タンパク質またはフラグメントまたは完全ヒト抗体を精製することをさらに含
む、請求項１６に記載の方法。
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